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1-2.ク リ ッ カ ー
ク リッカー とは、回答者 の反応 を記録す る装置であ る。反応 を取 るための
テ レビの リモ コンに似た反応装置、その反応装置か らの反応 をパ ソ コンに受
信 する レシーバーか らな る。例えば、教 師が 「ここ までの話 が理解で きたか、
で きたな らボ タン1を 押 し、で きなか った らボ タ ン2を 押す よ うに」 と教示
する。そ して学 生がそれぞれの理解の度合い に従い、リモ コン上のボ タ ン1、
リモ コ ン上の ク リッカーの反応装置上での 回答 の内容が 、電波や赤
外線 によ りパ ソコンに接続 され た レシーバ ーに送 られ、結 果が集計





ク リ ッカー に よる授 業 内 ア ンケ ー トー匿 名 性 に注 目 して 一
うなシステムとなってのが、クリッカーとよばれる装置である(図1参 照)。
このクリッカーという装置を使用 して学生の反応をとると次のような利点




ている(鈴 木 武貞 引原 山田 細川 小野寺(2008))。また近年、急速に日
本国内での利用が広がっている(高 橋 井上 舩橋 土門(2010))。例 えば、山
田(2008)は自作 したクリッカーの使用を行っている。




























2-1.被 調 査者:愛 知大学短期 大学の学生42名 が 調査 に参加 した。平均
年齢 は、18.7歳であった。全員が女性であ った。
2-2,調 査場所、:愛知 県豊橋市 にあ る愛知大学 短期大学 部の710教室 に
て行 った。
2-3.調 査 を行 った授業:授業 は、社会心理学 を背 景に入間関係 を講義 し、
友人関係、恋愛 関係、夫婦 関係を扱 うものであ った。調査時 は、 クリッカー
を使用 して4回 目の授業 の終 了時であ った。
2-4,調 査項 目:調 査項 目は、次の3つ に大 きく分 けるこ とがで きた。第
1に被調査者 のプロ フィール とクリッカー を使用 した経験 や受 講態 度 につい
て、第2に クリッカー を使用 した印象 につ いて、 第3に 匿名性 に関す る印象
を尋 ねた。
2-5.使 用 機 器:使 用 し た ク リ ッ カ ー は、KEEPADJAPAN社 の
TurningPointとい うクリ ッカー ・システムを用いた。
2-6,調 査 手続 き:授 業 の終 了の20分 前 に、調査 用紙 を配 り、 回答 後、
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・評価は1か ら7の数値 を用いた7件 法であった。
・括弧内は標準偏差である。
4.考 察
4-1.主 た る結 果 に 関 す る 考 察
表1よ り、クリッカーの操作や操作自体への抵抗感は低いことが読み取れ
る。 さらに、学生にとってクリッカーの操作は楽 しいらしい。 また、参加度、
満足度ともに高い評定値となっている。これらのことから、クリッカーを利









ク リ ッカ ーに よる授 業 内 ア ンケ ー ト ー匿 名 性 に 注 目 して 一
かったことが推測される。また自分たちの反応を学生が知っているような気
がするという質問に対する学生の評定値も低い。匿名だか ら正直に答えたと




4-2.他 の ア ン ケ ー ト シ ス テ ム
授業 にお ける教 員 と学 生相互の コ ミュニ ケー シ ョンシステム として は、多
くの大 学で取 り入れ られてい るLMS(学 習 管理 システ ム)を 利用す ること
もで きる。代表 的なLMSで あ るMoodleにも、標準 でfeedbackモジュー ル
が備 えられ てお り、匿名 でのア ンケー トを実施す るこ とが で きる。Webベ ー
スで容易 に、択一式や記述式 のア ンケー ト項 目を設定で きる とともに、瞬時
に回答 を集計 し、簡易 なグラフ化 表示 がで きる。
しか しなが ら、feedbackモジュールで は、 集計 にあ たって匿 名(回 答 者
のユ ーザ名 を記録 しな い)設 定 も可能 であ る もの の、回答す る学 生 たち に
とって は、その真偽 につ いて疑義 を持つ場合 も少 な くない。LMSの 性格上 、
ID・パ ス ワー ドを用 いた ログオ ン認証 が必須 となって いる こ とか ら、 匿名












計することを説明 したうえで、アンケー ト締め切 り後、ただちに全集計結果
を表示説明することを心がけている。 このような学生との信頼関係が構築で



















4-5.今 後 の 検 討 点
先に限界について指摘 したように、適切な比較対象となる授業等 との比較
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